















































によっても毎年行われている腐敗認識指数（Corruption Perceptions Index，以下 CPI と略す）
がそれである。この CPI は，政治資金や談合などのような大口の腐敗についてよく熟知してい
図表 1　2008年度の国別の透明性指数
ランク 国家名 2008 CPI 点数 サンプル数 信頼範囲 
1 デンマーク 9, 3 6 9. 1 - 9. 4 
1 ニュージランド 9, 3 6 9. 2 - 9. 5 
1 スウェーデン 9, 3 6 9. 2 - 9. 4 
4 シンガポール 9, 2 9 9. 0 - 9. 3 
5 フィンランド 9, 0 6 8. 4 - 9. 4 
5 スイス 9, 0 6 8. 7 - 9. 2 
7 アイスランド 8, 9 5 8. 1 - 9. 4 
7 オランダ 8, 9 6 8. 5 - 9. 1 
9 オーストラリア 8, 7 8 8. 2 - 9. 1 
9 カナダ 8, 7 6 8. 4 - 9. 1 
18 日本 7, 3 8 7. 0 - 7. 6 
40 韓国 5, 6 9 5. 1 - 6. 3 



























































































































































　次に，腐敗ラウンドの展開がある。1999年 2 月15日から施行されている OECD の「国際商取
引においての海外公務員に対する賄賂防止協約」（Convention of Bribery of Foreign Public 






られている各種改革の指針となった。IBRD と IMF（international monetary fund; 国際通貨基
金）が韓国に対して救済金融を提供する条件として，企業の透明性の向上と少数株主権（the 


































順位 プログラム名 応答数 割合（％）
1 社内キャンペーンの展開 21 17. 8
2 倫理誓約書，自律実践指針などの企業倫理ガイドライン 20 17. 0
3 内部統制システムの構築 19 16. 1
4 企業倫理教育の強化 16 13. 6
5 企業倫理専属組織などの倫理インフラの整備 13 11. 0
6 サプライヤーとの協力関係の強化 12 10. 1
7 社会貢献活動の拡大 10 8. 5
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図表 5　韓国の企業倫理の現況
制度 詳細内容 1999年 2001年 2002年 2003年 2005年
倫理憲章





専属部署の設置 77. 9％ 31. 0％
兼務部署の設置 48. 0％
企業倫理教育









倫理経営マニュアル 75. 9％ 53. 0％









環境 22. 8％ 26. 7％
消費者との関係 35. 5％ 40. 8％
社会奉仕 27. 0％ 22. 0％
出所：李ウォンウ・池ウンシル（2006），298-299ページ。
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